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モータ仕様

Qモータ（30Ｗ、60Ｗ）
　ブラシレスモータ搭載コンベヤには、ブラシレスモータ、コントローラ、中間ケーブル（1M）、電源ケーブル（2M）が付属します。

Qケーブルタイプ

モータ コントローラ型式 モータ＋ギヤヘッド型式 接続ケーブル 電源ケーブル

出力 仕様 電圧 メーカ－型式 メーカー型式 メーカー型式 メーカー型式

30W ブラシレスモータ
単相100V～120V BMUD30-A2

BLM230-□B 
（□：ギヤヘッド減速比） CC01BL2（1m）

CC02AC03N（2m）
単相200V～240V

BMUD30-C2
三相200V～240V CC02AC04N（2m）

60W ブラシレスモータ
単相100V～120V BMUD60-A2

BLM460S-□B 
（□：ギヤヘッド減速比） CC01BL2（1m）

CC02AC03N（2m）
単相200V～240V

BMUD60-C2
三相200V～240V CC02AC04N（2m）

モータメーカーB（オりエンタルモータ）

出力 30W, 60W

定格電圧
単相100－120V 
単相200－240V 
三相200－240V

接続ケーブル 
（モータ・コントローラ間） 1M

電圧許容範囲 －15%～＋10%

電源周波数 50Hz/60Hz

周波数許容範囲 ±5%

定格回転速度 3000r/min

速度制御範囲 80～4000r/min

速度変動率 ±0.2%以下
速度設定 ダイヤル（数値設定）
使用温度範囲 0℃～40℃（凍結のないこと）
保存温度範囲 －20℃～＋70℃
使用湿度範囲 85%以下（結露のないこと）
保護等級 IP40

機種

ブラシレスモータ

特長

電圧
単相100－120V 
単相200－240V 
三相200－240V

連続運転 〇
瞬時正逆運転 ×
可変速 〇
負荷保持 ×

モータ仕様
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モーターの接続
モーターコネクタ

主回路

制御回路

コントローラ

電源の接続

配線用遮断器

シールド線

接地

センサコネクタ
コントローラの接地
必ず接地して
ください。

モーターの接地＊
必ず接地して
ください。
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入力信号の接続
DC20.4～28.8 V
100 mA以上 シールド線

接地

モーターの接続
モーターコネクタ

モーター

主回路

制御回路

コントローラ

電源の接続

配線用遮断器

センサコネクタ
モーターの接地＊
必ず接地して
ください。

コントローラの接地
必ず接地して
ください。

表示部
モニタ内容やアラーム
などを表示します。

回転速度やパラメータ
を変更します。
変更後、ダイヤルを押す
と値が確定します。

ダイヤル

運転スイッチ

回転方向スイッチ
モーターの回転方向を
切り替えます。

フロントパネル

コントローラ側

FUNCTION キー
操作モードの表示や機能
を切り替えます。

加減速時間設定器
モーター起動時の加速時間、
モーター停止時の減速時間
を設定します。
設定範囲：0.1 s～15.0 s

取り付け穴（2カ所）

MODE キー
操作モードを切り替え
ます。

細詳ドーモ作操

モニタ 回転速度、負荷率、運転データNo.、
アラーム、ワーニング、I/Oモニタ

データ データ4点
回転速度、加速時間、減速時間、初期化

パラメータ

減速比、増速比、パネル初期表示、初期時運転禁止アラーム、
初期時運転禁止アラーム解除方法選択、アナログ加減速、
速度上限･下限設定機能、簡易保持選択、
外部運転信号入力、入力機能選択、出力機能選択、
軸拘束時は除く過負荷アラーム検出時間、
過負荷ワーニングレベル、回転速度到達幅、
パラメータモード初期化

「RUN」側にすると
モーターが起動します。
「STAND-BY」側にすると
停止します。

Q接続と運転（30W、60W）
●コントローラ各部の名称と機能 ●速度設定方法

◇フロントパネルを外した状態

・単相100-120V ・単相200-240V ・三相200-240V ・適用リード線サイズ
AWG18～14（0.75～2.0mm2）

中間ケーブル（1m）が付属されます。
延長の中間ケーブルは、別でご購入ください。
継ぎ足して使用する場合は、全長10.5m以内に
してください。

中間ケーブルのモーターコネクタ（白）をCN2、センサコネクタ（黒）をCN3に接続します。

◇主電源コネクタ（CN1）
主電源を接続します。使用する電源電圧に合わせて、電源を接続してください。

◇接続図
図は、単相100-120 Vの場合です。［　］内の入出力信号は出荷時設定です。

●拡張機能
フロントパネルを外してから、キー操作で各種の設定が行なえます。

・内部電源を使用する場合
スイッチやリレーなどの有接点スイッチを使ってモーターを運転する場合の
接続例です。

＊モーターの接地
コネクタタイプの場合：モーター用ケーブルの種類や長さによっては、装置に適用する規格の接地抵抗を満たさない場合があります。
 このようなときは、モーターの近くに必ず接地してください。
ケーブルタイプの場合：モーターケーブルに保護接地線はありません。モーターの保護接地端子を使って必ず接地してください。

モーターの回転速度をダイヤルで設定します。

ダイヤルをゆっくり右側に回すと、速度が1 r/min ずつ増速し、左側に回すと
1 r/minずつ減速します。
ダイヤルを素早く回すと速度の変化量が大きくなります。
ダイヤルを押すと回転速度が確定します。

・外部電源を使用する場合
トランジスタによるシーケンス接続でモーターを運転する場合の接続例
です。

延長の中間ケーブル
メーカ型式 長さ

CC01BL2 1m
CC02BL2 2m
CC03BL2 3m
CC05BL2 5m
CC07BL2 7m
CC10BL2 10m

接 地

CN2
保護接地端子

保護接地端子
必ず接地してください。接 地

CN1

CN3 中間ケーブル

電源ケーブル

保護接地端子
必ず接地してください。

電源へ接続


